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屈
閉
山

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

(3月末】

世帯数 11.922世帯

人口(男) 22.740人

(女) 24.772人

(計) 47.512人

〈男) (女) (昔|・)

生 32人 35人 67人

亡 17 14 31 

入 114 105 219 

11.1 203 190 399 

人口のうごき

出

死

転

転

子
ど
も
た
ち
で

に
ぎ
わ
う
水
族
館

水
族
館
は
4
月
1
日
か
ら
開
館
し
ま
し
た
が
、

い
ま
小
学
校
児
童
や
幼
稚
園
児
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ま
た
休
日
に
は
家
族
づ
れ
や
近
県
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

水
族
館
に
は
、
新
潟
水
族
館
に
預
け
て
い
た
海

亀
四
匹
が
帰
っ
て
き
た
の
と
、
長
さ
二

M
も
あ
る

タ
カ
ア
ジ
ガ
ニ
二
匹
、
体
長
三

M
の
大
ミ
ズ
ダ
コ

な
ど
が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
熱

帯
魚
や
神
縄
産
の
魚
も
飼
育
さ
れ
、
ま
た
、日
曜
・

祭
日
に
は
ホ
タ
W
イ
カ
の
飼
育
展
示
も
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

(
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
水
族
館
)



48. 5. 1 つおつ報広

ます課税方法が変わり
いままで宅地など農地以外の主地の固定資産税は、利用状況や所有者の

区分などに関係なく一定に課税されていました。しかし、乙んど地方税法

の一部が改正され、住宅敷地として利用しているか、いないか、また、所

有者が個人か、法人かによって、課税方法が変わることになります。

第3種郵便物認可

口
い
ま
ま
で
の
課
税
方
法

固
定
資
産
税
は
、
評
価
額
で
課
税
す

る
の
が
た
て
ま
え
で
す
が
、
こ
れ
で
は

税
負
担
が
か
な
り
増
加
す
る
の
で
、
昭

和
灯
年
度
ま
で
は
、
一
定
の
率
で
課
税

標
準
額
を
評
価
額
に
近
づ
け
る
調
整
措

置
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
調
整
措
置
は
、
宅
地
な
ど
を
各

筆
ご
と
に
昭
和
初
年
度
と
、
そ
の
年
度

の
評
価
額
を
出
較
し
、
そ
の
上
昇
率
に

よ
ヴ
て
、
次
の
表
の
負
担
調
整
率
を
前

年
度
分
の
課
税
標
準
に
か
け
た
額
に
よ

っ
て
算
出
す
る
方
法
で
す
。

負担調整率

上昇率 負担調整率

1. 1，・

1. 2 

1. 3 

1. 4 

昭和38年度に〈らベ

3倍未満

3倍ヶ8倍未満

8倍"'25倍未満

25倍以上

①表
口
改
正
さ
れ
る
内
容

マ
利
用
状
況
と
所
有
者
に
よ
る
区
分

こ
ん
ど
の
法
律
改
正
じ
よ
う
て
、
宅

地
な
ど
農
地
以
外
の
土
地
の
固
定
資
産

税
は
、
所
有
者
が
個
人
か
、

司法
人
か
に

よ
っ
て
変
わ
り
、
ま
た
住
宅
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
か
、
ど
う
か
に
よ
っ
て

区
別
し
て
取
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

マ
最
低
課
税
標
準
額

'

刊
年
度
に
お
い
て
、
課
税
の
対
象
と

〔例〕 いま、ある一筆の土地の ; 

j評価額が、昭和38年に4万円だっ j 
j たものが、 48年に63万円になって j 
jいるとします。そして47年度の課 j
j税標準額が18万円であったとする j 
j と、次のような税額になります。 j 
j計算例① (住宅用地の場合)

• 47年度
; in'n~~~ t'\ Tïl .... 1.6 "̂̂̂rr1 : 180，000円× 一ー= 2，880円100 
; 〈際棚 糊 ) (税率) (税額】

: • 48年度 j 
! 1'80，000円x1.3=234，000円 j

(負担調盤率) : 

1.6 
234.000円× 一一= 3，740円

: . ~'::VVI .J" 100 
・49年度 j 
: 234，000円x1.3=304，200円 j
; ~~. ~~ _ ~ .1.6 
304，200円×一一= 4，860円

: _ ~~~tLVVI .J" 100 ~ ~， U ，"， U I ..J : 

， ・50年度
: "，.，，，-，，，，，，......，..1.6.. 1 ~ ft'ftm : 
630，000円×一一×一=5，040円

: VVV， 'Jvv I J " 100" 2 

;計算例①(個人所有の非住宅用地) j 
間にあげた土地を例にとると、 ; 

; つぎのようになります。 j 
• 48年度(住宅用地の場合と同じ) : 
・49年度 j 
234，000円+ j

げ30，000円fm附)
=432，000円;
1.6 

432，000円× 一一= 6，910円100-- U ，，"，， I¥lI-.I : 

・5G年度 ー ; 

1 L..: ， 
: 630，000円× 半 ニ 10.080円 j

100 

な
る
課
税
標
準
額
が
、
評
価
替
え
に
よ

る
価
格
の
十
五
官
未
満
の
宅
地
な
ど
は

評
価
額
の
百
分
の
十
五
が
課
税
標
準
と

な
り
ま
す
。
ま
た
刊
年
度
は
、
課
税
標

準
額
、が
評
価
額
の
三
十
軒
未
満
の
と
き

評
価
額
の
百
分
の
三
十
と
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

マ
免
税
点
の
引
上
げ

宅
地
な
ど
の
固
定
資
産
税
の
算
出
方

法
の
改
正
と
同
時
に
、
免
税
点
も
引
上

げ
ら
れ
ま
す
。
土
地
に
つ
い
て
八
万
円

だ
っ
た
も
の
が
十
五
万
円
に
、
家
屋
に

ワ
い
て
は
五
万
円
が
八
万
円
に
J

償
却

資
産
に
つ
い
て
は
三
十
万
円
が
百
万
円

に
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

口
新
し
い
算
出
方
法

八
住
宅
用
地
の
場
合

ν

‘
住
宅
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

宅
地
は
、
刊
年
度
と
刊
年
度
に
限
り
、

前
年
度
分
の
課
税
標
準
額
に
①
表
の
負

担
調
整
率
を
か
け
た
額
(
負
担
調
整
後

の
額
)
に
よ
っ
て
、
算
定
し
た
も
の
が

税
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
評
価
額
に

よ
っ
て
算
定
し
た
税
額
の
二
分
の

一
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
年
度
か
ら
は
、
評
価
額
に
よ
っ
て

算
定
し
た
税
額
の
二
分
の
一
と
な
り
ま

す
。
〔
計
算
例
①
参
照
〕

八
非
住
宅
用
地
の
場
合
V

住
宅
用
地
以
外
の
宅
地
(
工
場

・
純

白
舗

・
あ
き
地
な
ど
)
は
、
個
人
の
所

有
す
る
も
の
と、

。法
人
の
所
有
す
る
も

の
と
に
区
別
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

V
個
人
の
所
有
す
る
も
の

刊
年
度
は
、
住
宅
用
地
の
場
合
と
同

じ
く、

負
担
調
整
後
の
額
に
よ

っ
て
算

定
し
た
税
額
，と
な
り
ま
す
。

刊
年
度
は
、
.特
年
度
の
税
額
に
、
評

価
額
に
よ
っ

τ算
定
し
た
税
額
と
、
刊

年
度
の
税
額
の
差
額
の
二
分
の
一
を
加

え
た
税
額
に
な
り
ま
す
。

日
年
度
か
ら
は
評
価
額
に
よ
っ
て
算

定
し
た
税
額
と
な
り
ま
す
。

〔
計
算
例
①
参
照
〕

V
法
人
の
所
有
す
る
も
の

刊
年
度
は
、
負
担
調
整
後
の
額
に
よ

っ
て
算
定
し
た
税
額
に
、
評
価
額
に
よ

っ
て
算
定
し
た
税
額
と
の
差
額
の
三
分

の

一
を
加
え
た
税
額
と
な
り
ま
す
。

刊
年
度
は
、
右
記
差
額
の
三
分
の
こ

を
加
え
た
税
額
と
な
り
ま
す
。

叩
年
度
か
ら
は
、
個
人
の
非
住
宅
用

地
と
同
じ
よ
う
に
、
評
価
額
に
よ
っ
て

算
定
し
た
税
額
と
な
り
ま
す
。

2 

税の計算例を衰にするとつぎのようになります
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の
質
問

47年度中

道
路
の
舗
装
と
改
良
が
ト
ッ
プ

第3種鄭便物認可

「
市
民
と
市
長
が
語
る
会
」

にの また五答す乙るらて百質れ見か く部 "...._Lて昨
なを質たが十で。とよはお五 閉まやら市七落 3が話年対
りあ聞は、四きこにう 市り十 事 しとい 民百 を月ひし 7話
まげ 事処ほ件なのな努政ま問項た要ろの三対末ら合月の
すて項理とあい席っ力にすにはが 望 んみ十 象 まかう かあ
。みのさんりも 上てさ反。のや、がなな人にでれ「らる
まうれどまの、いれ映こぼくこ出ごさが十)て市市市
すちて調しは即まるすれっ四のさ意ん集九にい民長政
と、い査 ま回七まととを
件まの ・.k~.-tn盟理・・・圃.. 園田園圃・・・ ら開十す市ひす
つ数すう 園陸自唖田園・・・・E圃圃圃・圃・れ催五。長ざす
ぎの。え 圃匝薗蹴...lIilti::璽亘画面彊圃圃置圃圃 まさの 47がをめ
の多 、 圃邑E畳彊温量罰事.陸軍- 哩明置薗置E しれ町年語まる
よい 回 ... 咽・E三警部盤盛田・圃幽園田園た 、内度るじた
うも 答 ..  緩璽p.!~櫨幽臨霊E.. 回目 。やや中会えめ

つおつ報広48. 5. 1 

-
道
路
の
舗
装
と
改
良

.
と
み
・
し
尿
問
題

・
工
場
誘
致
に
つ
い
て

.
老
人
福
祉
問
題

・
児
童
遊
園
地
に
つ
い
て

.
北
陸
自
動
車
道
建
設

四
O
件

二
七
一
九
一
七
一
四
一
四

-
市
営
住
宅
に
つ
い

て

一

四
件

・

河

川

の

改

修

一

二

・
水
族
館
の
建
設

九

・
部
落

・
町
内
会
集
会
場
問
題
九

・
下
水
道
設
置

九

・
駐
車

場

問

題

九

・
交
通

安

全

対

策

九
・
商
百
街
の
育
成八

・
ス
ー
パ
ー
農
道
の

問

題

七

・
排
水
路
の
改
修七

・
区
長
宛
配
付
物
に

つ

い

て

七

-
住
居
表
示
に
つ
い

て

七

・
不
燃
物
の
処
理
問

題

七

・
分
譲
住
宅
地
に
つ

い

て

七

-
測

溝

の

通

水

六

・
河
川
の
公
害

対

策

六

・
公
民
館
活
動
と
建
設
問
題

六

・
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
六

ま
た
、
質
問
事
項
を
市
役
所
の
課
別

に
分
け
て
み
ま
す
と
、
建
設
課
が
い
ち

ば
ん
多
く
百
八
件
、
つ
い
で
保
険
衛
生

課
五
十
八
件
、
商
工
水
産
課
四
十
九
件

社
会
福
祉
事
務
所
三
十
七
件
、
教
育
委

員
会
三
十
七
件
、
市
民
課
三
十
一
件
、

総
務
課
十
九
件
、
都
市
計
画
課
十
三
件

水
道
(
下
水
道
含
む
)
十
三
件
、
農
林

土
木
課
十
二
件
、
農
政
課
十
二
件
、
税

務
課
四
件
、
秘
書
人
事
課
三
件
、
そ
の

ほ
か
六
十
六
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

5
月
の
市

5
月
の
市
民
と

民
と
市
長
が

甫
長
が
語
る
会

語
る
会
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

V
経
団
連
絡
所
H
5
月
日
日
(
水
)
、

対
象
区
は
、
向
町
、
入
船
、
表
向
、

上
坂
の
下
、
栄
町
の
各
区

V
友
道
常
徳
寺

H
5
月
引
日
(
月
)

対
象
区
は
、
本
江
三
区
、

友
道
二
i

五
区

・
時
間
は
各
会
場
と
も
午
後
7
時
加
分

か
ら
で
す
。

校

盆~
仁3

の
道

下

-1
4
月
に
お
届
け
し
た
i

固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
の
税
額
は
改
正
前
の

も
の
で
す

4
月
中
旬
に
お
届
け
し
た
固
定
資
産

税
の
納
税
通
知
書
の
税
額
は
、
宅
地
な

ど
に
つ
い
て
、

法
律
が
審
議
中
で
あ
っ

た
た
め
改
正
前
の
方
法
に
よ
っ
て
算
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
法

律
の
改
正
に
と
も
な
い
計
算
を
し
ま
す

と
、
税
の
過
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合、

第
二
期
以
降
の

納
期
に
お
い
て
調
整
し
、
別
途
迦
知
す

る
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

部

で

き

る

• 

経

田

小

学

校

焼
失
し
た
道
下
小
学
校
と
、
古
く
な

市民交通傷害保険

いまからでも加入できます

掛金・・….440円(月40円)

見舞金・…・なくなったとき50万円

けがをしたとき 2千円---30万円

申込み…・・市役所市民課

っ
た
経
団
小
学
校
の
改
築
は
、
昨
年
夏

か
ら
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
第

一
期
工
事
が
と
の
ほ
ど
終
わ
り
ま
し

た。
道
下
小
学
校
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
て
、
の
ベ
面
積
一
千
百
十
九

平
方
M
の
校
舎
が
四
千
六
百
九
十

万
円
で
建
設
さ
れ
、
九
教
室
、
階

段
、
便
所
、
機
械
室
な
ど
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
経
団
小
学
校
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
の
べ
面

積
七
百
四
十
四
平
方
M
の
校
舎
で

工
事
費
三
千
四
百
二
十
二
万
円
、

四
教
室
と
昇
降
口
、
階
段
、
便
所

が
あ
り
ま
す
。

写
真
日
第
一
期
工
事
が
終
わ
っ

た
道
下
小
(
上
)
と
、
経
田
小
(

下
〉
校
舎

3ー



48. 5. 1 つ

県
政
パふ

ス
教
室
と

4
0
さ
と
ハ

ス

おつ

県
で
は
、
県
民
と
県
政
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ど
要

望
を
お
き
き
す
る
た
め
、
昨
年
に
つ
づ

き
「
県
政
パ
ス
教
室
」
を
ひ
ら
き
ま
す
。

ま
た
、

置
県
九
十
周
年
に
あ
た
り
、
郷

土
を
み
な
お
そ
う
と
「
ふ
る
さ
と
パ
ス

」
の
運
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
、

パ
ス
区
分
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
な
ど
を
記
入
の
う
え
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

-
県
政
パ
ス

マ
対
象
H

一
般
県
民
、
小

・
中
学
生

マ
見
学
施
設
H
福
祉
、
土
木
、
産
業
、

生
活
、
教
育
、
文
化
施
設
な
ど

マ
時
期
日
毎
週
水
曜
日
、

(
夏
は
小

・

中
学
生
を
対
象
)

マ
参
加
費
H
無
料
(
昼
食
代
三
百
円
は

利
用
者
負
抱
)

報広第3種郵便物認可

e
-:
目…
神
山
ろ
く
に
建
設
中
の
歴

1

-

-
=J
一
史
民
俗
資
料
館
が
、
と
の

ほ
ど
建
物
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

資
料
館
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
て
、
の
ベ
面
積
三
百
二
十
平
方
M

で
、
展
示
室
、
収
蔵
庫
、
管
理
室
、
資

料
室
、
作
業
室
、
機
械
室
な
ど
が
あ

り
工
事
費
が
一
千
八
百
七
十
万
円
。

乙
の
建
物
の
乾
燥
を
ま

って、

郷
土

の
歴
史
、
考
古
、
民
俗
、
資
料
な
ど

を
展
示
、
今
秋
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る

予

定

で

す

。

(

写

真

上

)

マ
申
込
先
日
魚
津
市
新
宿
魚
津
地
方

県
民
相
談
室
(
智
Mm
局
5
3
1
1番

)
ま
た
は
県
庁
県
民
課

-
ふ
る
さ
と
パ
ス

マ
対
象
H

一
般
県
民
、
オ
ピ
司
対
a
M，
勺

リ
ー
タ
l

マ
パ
ス
区
分

①
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
め
ん
¥
り
(
十

回
)
日
文
佑
財
、
史
跡
、
名
勝
、
天

然
記
念
物
を
た
ず
ね
る

①
ふ
る
さ
と
の
自
然
め
ぐ
り
(
十
七

回
)

H
植
物
観
賞
、
野
鳥
の
声
、
公

園
、
自
然
を
た
ず
ね
る

①
ふ
る
さ
と
の
工
芸
め
ぐ
り
〈
五
回

)
H
銅
器
、
漆
器
、
和
紙
、
木
彫
、

陶
器
の
製
造
地
を
た
ず
ね
る

④
ふ
る
さ
と
の
工
場
め
々
り
〈
三
回

〉

H
県

内

の

各

業

種

の

代

表

的

工

場

川

を

た

ず

ね

る

川

①
ふ
る
さ
と
の
農
業
め
ぐ
り
(
十
二

一
マ
一
万
円
日
本
江
新
町
只
石
宣
夫

マ
川

回
)
H
稲
作
、

果
樹
、
花
き
、
養
蚕

一
一
万
円
H
本
町
二
丁
目
島
沢
与
志
雄

酪
農
の
栽
培
施
設
と
流
通
市
場
な
ど

一
マ
三
万
円
H
中
央
通
り
二
丁
目
平
沢
邦
川

た
ず
ね
る

一
保
マ
一
万
円
H
大
先
寺
平
内
政
太
郎
川

①
ふ
る
さ
と
の
薬
草
め
ぐ
り
H
薬
草

一
一
〉
三
万
円
H
新
金
屋
一
丁
目
米
山
幸

川

園
、
そ
の
ほ
か
自
然
の
薬
草
な
ど
を

一
マ
三
万
円
H
北
中
寺
田
文
雄
マ
一
万
川

た
ず
ね
る

一
円
H
新
金
屋
一
丁
目
宝
田
重
之
(
以
川

マ
時
期
H
年
聞
を
通
じ
実
施
す
る

一
上
香
典
返
し
の
一
部
を
)
マ
一
万
円
山

マ
申
込
先
日
県
庁
内
、
①
は
教
育
委
員

一
日
住
吉
吉
崎
秀
雄
、
知
津
子
マ
二
万
川

会
文
佑
謀
、
①
は
自
然
保
護
室
、
①

一
円
H
新
金
屋
一
丁
目
米
山
き
ぬ
マ
一
川

④
は
商
工
振
興
課
、
①
は
農
政
課
、

一
万
円
H
火
の
宮
町
高
岸
作
次
郎
マ
一
川

①
は
薬
務
課

一
万
円
H
本
新
町
加
藤
久
顕

マ
二
千
七
山

マ
参
加
費
H
無
料
(昼
食
は
各
自
持
参
)
一
百
三
十
五
円
H
文
佑
町
田
代
久
勝
マ
川

一
一
千
円
H
蝿
屋
郵
便
局
松
本
菊
江
マ
川

一
五
千
二
百
四
十
六
円
リ
北
電
手
芸
同
好
川

一
会
マ
一
千
円
日
住
吉
野
住
勝
栄
マ
川

一
一
千
八
百
円
H
本
町
二
丁
目
石
倉
吉
美
川

一マ
二
千
四
百
三
十
円
H
鴨
川
町
青
木
節
川

一
三
マ
一
千
円
H
東
尾
崎
川
上
芳
子

一
マ
五
千
円
日
新
宿
賃
名
義
一
マ
九
百
川

一
四
十
円
H
本
江
三
沢
昌
弘
マ
一
千
二
川

百
九
円
H
本
江
元
町
小
坂
茂
次
郎

l

一
仁

一
防
暑
で
は
、
ピ
戸
火

i

-

一
J
J

…
災
に
そ
な
え
て
、
こ

の
ほ
ど
、
ス
ラ
イ
、

rは
し
ど
こ

基
を
十
二
万
円
で
購
入
し
ま
し

た
。
こ
の
は
し
ご
は
ア
戸
ミ
製

で、

重
さ
二
十
七
鏡
、
長
さ
四

M
あ
り
、
ス
ラ
イ
ド
(
三
段
)

さ
せ
、
伸
ば
す
と
九
・
二

M
に

な
り
、
大
体
三
階
ま
で
届
き
ま

す
。
こ
の
は
し
と
は
消
防
車
に

積
み
、
救
助
活
動
に
使
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寄

イ寸

山
火

事
に
ご
注
意

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
山

火
事
が
お
き
や
す
い
季
節
で
す
。

入
山
さ
れ
た
場
合
に
は
、
た
ば
と

火
な
ど
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う。

ay
坊
注
射
と

?

i

検
診

本

脳

炎

該

当

者
は
満
三

!

歳
以
上
六
十
五
歳

予
防
接
種

ま
で
の
人
で
す
。

次
の
よ
う
な
人
は
受
け
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

①
有
熱
患
者
、
心
臓

m管
系
、
腎
臓

ま
た
は
肝
臓
に
疾
患
の
あ
る
人
、
糖

尿
病
患
者
①
ア
レ
戸
ギ
l
体
質
者

ま
た
は
け
い
れ
ん
性
体
質
者
①
妊

産
婦
一
校
下

二
回
目

R
d
同

nmμ

日
お
日

6
月

道

下

初

日

7
日

西

布

施

引

日

7
日

・
場
所
は
い
す
れ
も
小
学
校
、
受
付

時
間
は
午
後
1
i
2
時
で
す
。

・
料
金
は

一
回
に
つ
き
六
歳
未
満
百

十
円
、
六
歳
以
上
百
六
十
円
0

.
他
の
校
下
は

6
月
に
行
な
い
ま
す

上
野
方

上
中
島

16 15 ~回
日日一目

- 4-ー

該
当
者
は
、

①
一
回
目
H
昭

和
灯
年
7
月
1

日

t
刊
年
1
月
引
日
の
出
生
者
叫
①

二
回
目
H
昭
和
灯
年
2
月
!
日
i
灯

年
6
月
初
日
の
出
生
者
①
そ
の
ほ

か
H
昭
和
灯
年
1
月
引
日
以
前
に
生

ま
れ
、
ま
だ
二
回
飲
ん
で
い
な
い
人

で
す
。校

下

服

用

日

マ
大
町
、
松
倉
、
吉
島

5

月
引
日

マ
村
木
、
上
野
方
、
経
田
お
日

生
ワ
ク
チ
ン

の

服

用
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一一6月から一一

勤

信

協

の

融

資

制

度

貸

付

額

を

引

上

げ

つ

県
内
に
住
居
を
も
っ
勤
労
者
が
、
自

分
の
家
を
も
ち
た
い
、
生
活
資
金
や
教

育
資
金
が
足
り
な
い
と
き
な
ど
、

勤
労

者
信
用
基
金
協
会
の
保
証
に
よ
っ
て
、

労
働
金
庫
か
ら
融
資
が
受
け
ら
れ
ま

す。資
金
の
種
類
(
①
H
融

資

額

①

リ

償
還
期

間

①

U
金
利
の
順
)

園
生
活
資
金
H
①
一
万
円
i
二
十
万
円

①
玉
、
十
、
十
五
、
二
十
、
三
十
六

カ
月
払
い
①
年
九
軒

臨
住
宅
資
金
日
①
三
十
万
円

i
三
百
万

円
①
元
金
均
等
二
百
回
(
十
六
年

八
カ
月
払
い
)
①
年
八
・
七
六
官

(
借
入
目
標
額
の
%
以
上
を
所
要
日

の
三
カ
月
前
に
労
働
金
庫
ホ
l
ム
プ

ラ
ン
預
金
加
入
者
)
。
住
宅
積
立
金

に
加
入
し
て
い
な
い
と
き
は
、
百
万

円
を
限
度
に
年
九
計
。

おつ報広

園
教
育
資
金
H
①
二
十
万
円
、
三
十
万

円
の
二
種
類
①
据
置
期
間
(
在
学

中
)
を
含
め
十
年
以
内
、
短
大
は
八

年
以
内
③
年
八

・
四
軒

条

件
マ
現
在
の
職
場
に
、
生
活
資
金
の
場
合

は
二
年
以
上
、
住
宅
資
金
の
場
合
は

三
年
以
上
、
教
育
資
金
の
場
合
は
十

年
以
上
勤
続
し
て
い
る
こ
と
。

マ
平
均
月
収
が
毎
月
返
済
金
の
生
活
資

金
の
場
合
は
五
倍
以
上
、
住
宅
資
金

の
場
合
は
四
倍
以
上
、
教
育
資
金
の

場
合
は
退
職
金
が
融
資
額
以
上
あ
る

こ
と
。

マ
確
実
な
保
証
人
が
一
名
以
上
い
る
こ

と。く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商
工
水

産
課
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魚
津
駅
前
地
区
土
地

区
画
整
理
審
議
会
委
員

の
任
期
(
五
年
)
は
、

7
月
お
日
に
満
了
し
ま

す
の
で
、
そ
の
選
挙
が

7
月
げ
日
(
火
)
に
行

な
わ
れ
ま
す
。
審
議
会

委
員
の
定
数
は
十
名
で

こ
の
う
ち
二
名
は、

学

識
経
験
を
有
す
る
も
の

の
な
か
か
ら
市
長
が
選

任
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
ず
か
ら
、
選
挙
さ

れ
る
委
員
は
八
名
で
す
。

選
挙
の
日
程
は
次
の
と
お
り

マ
選
挙
期
日
の
公
告

H
5
月
8
日

マ
選
挙
人
名
簿
作
成
期
日
H
5
月
お
日

マ
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間
、
名
簿
に
対

す
る
異
議
申
立
期
間
H
6
月
5
日
か

ら
同
日

マ
選
挙
人
名
簿
確
定
公
告
、
選
挙
す
べ

き
所
有
者
、
借
地
権
者
の
委
員
数
の

公
告
、
立
候
補
届
受
付
開
始
日

6
月

お
日

駅前地区土地区画整理

審議会委員選挙 7月17日に

自動車の保管場所の

証明がいります

このたび自動車の保管場所の確保

などに関する法律が一部改正されて

次のように 6月1日から自家用車の

登録時や車検時に車庫証明が必要に

なりました。

①自家用車の登録時、または車体検

査時において、自動車の保管場所

(車庫)が確保されていることの

証明書(瞥察署長が証明)が必要

とする区域が、6月1日から10万

人以下の市町村にも適用されます

②道路上の同ーの場所に、引続き12

時間以上、また夜間(日没~日の

出まで)8時間以上にわたって駐
車するような行為を禁止する地域

が、 10万人以下の市町村にも適用

されます。

このように、 6月1日から魚津市

にも、乙の法律が適用になりますの

で、自動車の保有者はもちろん、こ

れから車を取得される人も、とのこ

とについて十分ご注意願います。
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マ
立
候
補
届
締
切
日
H
7
月
5
日

マ
立
候
補
者
の
公
告

H
7
月
6
日

マ
投
票
日
H
7
月
げ
日
(
即
日
開
票
)

行
政
相
談
員
に
新
金
屋
一
丁
目
高
野
酬

芳
太
郎
さ
ん
(
刊
歳
)
が
、

4
月
1
白
川

付
で
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
川

ま

し

た

。

酬

役
所
の
こ
と
で
、
苦
情
の
あ
る
人
や
川

ご
意
見
の
あ
る
人
は
、
行
政
相
談
員
に
川

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
委
員
は
富
山
行
政
川

監
察
局
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
仕
事
さ
馴

れ
ま
す
。

高
野
さ
ん
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
(
川

市
役
所
内
)
へ
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
の
川

で
、
直
接
お
い
で
に
な
る
か
、
電
話
辺
川

局
2
2
0
0番
内
線
2
4
0
番
へ
と
連
川

絡
く

だ

さ

い

。

川

八
日
曜
・
祭
日
の
当
番
医

V

V
5
月
3
日
H
(
昼
)
緑
町
早
川
病
院

(
夜
)
新
金
屋
一
丁
目
森
本
医
院

V
5
川

日
H
(昼
)
末
広
町
平
井
病
院
(
夜
)
島
川

尻
片
貝
診
療
所

V
6日
H
(
昼
)
鴨
川
川

町
深
川
病
院
(
夜
)
本
江
浦
田
産
斜
病
川

院

V
U日
H
(昼
)
新
金
屋
一
丁
目
羽
川

田
医
院
(
夜
)
本
江
浦
田
外
斜
病
院
川

v
m日
H
(昼
)
北
鬼
江
藤
田
医
院

(
夜
)
浜
経
団
江
幡
医
院

V
幻
日
H

川

(昼
)
本
町
一
丁
目
船
崎
医
院
(
夜
)
友
川

道
扇
谷
医
院

V
6
月
3
日
H
(
昼
)
吉
川

島
堀
井
医
院
(
夜
)
下
村
木
町
河
内
病
川

院

川 行
政
相
高談
、員
野に

さ

ん

5
目

n

v本
江
、
住
吉
、
上
中
島
別
日

マ
道
下
、
片
員
、
西
布
施
お
日

V
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
初
日

会
場
は
い
す
れ
も
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
で
、
受
付
時
間
は
午
後
1
t
2
時

で
す
。

胃
ガ
ン
の
早

期
発
見
の
た
め

検
診
を
行
な
い
ま
す
。
料
金
は
今
年

度
か
ら
安
く
な
り
二
百
円
と
な
り
ま

し
た
。
検
診
希
望
者
は
保
険
衛
生
課

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
中
央
公
民
館
H
5
月
日
日
(
火
)

午
前

9
t
m時
。
申
込
み
は
5
月

刊
日
(
木
)
ま
で
。

V
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
H
5
月
2
日

(
火
)
午
前

9
i
m時
。
申
込
み

は
5
月
同
日
(
水
)
ま
で
。

買
ガ
ン
検
診

5 

次
の
よ
う
に
婦

人
検
診
を
行
な
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
市
の
補
助
が
ふ

え
て
料
金
が
安
く
な
り
百
五
十
円
に

な
り
ま
し
た
。
希
望
者
は
5
月
間
日

(
金
)
ま
で
保
険
衛
生
課
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

V
甲
央
公
民
館
(
水
族
館
前
)
H
5

月

μ
日
(
木
)
午
後
1
i
2
時

V
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
H
5
月
お
日

(
月
)
午
後
1
t
2時

婦
人
検
診

5
月
間
日
(
金
〉

午
後
1
時
か
ら

3
時

ま
で
、
魚
津
保
健
所
で
行
な
わ
れ
ま

す
。
映
画
と
、
家
族
計
画
や
新
生
児

の
扱
い
方
に
つ
い
て
保
健
婦
か
ら
講

話
が
あ
り
ま
す
。

母
親
学
紐
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ゐ'し戸り
せ

活躍軒、
活協括償Y
守室長;3~/

つ

市
教
委
で
は
、

三
つ
の
学
校
の
体

育
施
設
の
夜
間
開

放
を
4
月
日
日
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
開
放
校
H
西
部
中
学
校
体
育
館
、
村

木
小
学
校
講
堂
、
吉
島
小
学
校
体
育

館
マ
開
放
日
時
H
月

i
金
曜
日
(
祝
祭
日

除
く
)
午
後
6
時
叩
分
か
ら
同
9
時

加
分
ま
で

マ
利
用
さ
れ
る
と
き
H
申
込
書
を
市
教

委
社
会
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
〈
宮
辺
局
2
2
0
0
番
内
線
2
2

5
番
)

三
学
校
で

夜
間
開
放

おつ報広

ご
み
収
集
は
4

月
号
で
も
お
知
ら

せ
し
た
よ
う
に
祝
祭
日
も
集
め
ま
す
の

で、

5
月
3
日
と

5
日
に
あ
た
っ
た
区

域
は
当
日
ご
み
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。

翌
日
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
収
集

ma種郵便物認可

歩
こ
う
会
で

は、

9
月
m
l

日
日
に
、
下
の

著
温
泉
一
泊
の
歩
こ
う
会
を
行
な
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
、
市
教
委
社
会
教

育
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
の

五
十
名
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。
会

費
は
一
人
四
千
円
(
交
通
貨
別
〉
で
、
こ

れ
は

5
t
8月
ま
で
四
回
に
わ
げ
て
積

9
月
に
一
泊

歩
こ
う
会

一
立
て
し
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
コ
l
ス
は
、

9
月
日
日
(
土
)
魚
津

一
駅
午
前
8
時
刊
分
集
合
、
魚
津
駅

t
八

一
尾
駅
ま
で
国
鉄
を
利
用
、
八
尾
駅

t
下

一
の
著
温
泉
聞
を
歩
き
、
同
温
泉
で
一
泊

-
し
ま
す
。

日
日
(
日
)
は
、
下
の
若
温

泉

t
八
尾
駅
聞
を
歩
き
、
八
尾
か
ら
汽

車
で
帰
り
ま
す
。

5
月
の
歩
乙
う

会
は
、
日
日
の
日

曜
日
、
奥
東
城
へ
行
き
ま
す
。
コ
l
ス

は
、
電
鉄
魚
津
駅
前
か
ら
黒
沢
ま
で
パ

ス
を
利
用
、

黒
沢
|
奥
東
城
1

東
城
口

と
歩
き
、
東
城
口
か
ら
パ
ス
で
帰
り
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
、
午
前
7
時
叩
分

ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。 歩

こ
う
会

福
祉
年
金
の

支
払
い
は
、

5

月
7
日
か
ら
は

福
祉
年
金
証

書
の
提
出
を

じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
年
金
は
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ

て
支
給
の
有
無
が
決
定
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
結
果
を
証
書
に
記
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
年
金
の
証
書
を
提
出
さ
れ
ま
せ

ん
と
、
こ
の
支
払
金
額
の
記
入
が
で
き

ま
せ
ん
。

現
在
証
書
の
提
出
時
期
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
市
役
所
市
民
課
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

防
衛
庁
で
は

陸
海
空
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
募
集
人

員
は
二
等
陸
士
四
十
三
名
、
二
等
雌
土

九
名
、
二
等
空
士
十

一
名
で
す
。
資
格

自
衛
官
募
集

は
、
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
男

子
で
、
身
体
強
健
な
人
で
す
。
受
験
手

続
き
な
ど
は
、
本
町
一
丁
目
自
衛
隊
魚

津
分
駐
所
(
水
族
館
前
)
ま
た
は
市
役

所
市
民
課
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
募
集
期
日
は
6
月
初
日
ま
で
)

す
べ
て
三
分
ど
と
に
七
円
と
す
る
新
し

い
通
話
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
富
山
県

は、

6
月
7
日
午
前
零
時
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。

乙
れ
に
よ
っ
て
魚
津
局
か
ら
の
通
話

料
金
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

V
市
内
日
三
分
七
円
〈
現
行
一
度
七

円
)

V
黒
部
、
入
善
、
朝
日
、

宇

奈
月
H
三
分
七
円
(
現
行
八
十
秒
七

円
)

V
滑
川
H
八
十
秒
七
円
(
同

八
十
秒
七
円
)

V
富
山
、
上
市
、

八
尾
、
大
沢
野
、
糸
魚
川
、
青
海
、

大
町
、
白
馬
H
八
十
秒
七
円
(
同
六

十
秒
七
円
)

第
三
二
八
号

県
で
は
、
危
険

物
取
扱
者
試
験
を

6
月
M
日

(
日
)

午
前
叩
時
か
ら
西
部
中
学
校
で
行
な
い

ま
歩
。
受
験
希
望
者
は
5
月
7
日
か
ら

引
日
ま
で
、
富
山
県
消
防
防
災
課
へ
願

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

と
の
試
験
に
さ
き
だ
ち
、
講
習
会
ず

6
月
日
日

i
m日
ま
で
の
三
日
間
(
午

前
9
時

i
午
後
4
時
)
市
役
所
大
会
議

室
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

危
険
物
取

扱
者
試
験

交
通
事
故
相
談

は
、
毎
月
第
一
、
第

三
水
曜
日
に
魚
津

地
方
県
民
相
談
室
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

5
月
は
、

2
日
と
日
日
、

6
月
は

6
日

と
却
日
で
す
。
時
間
は
午
前
叩
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で
、
無
料
で
す
か
ら
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故

相

談

魚
津
市
農
協
連

絡
協
議
会
お
よ
び

農
業
委
員
会
で
は

昭
和
刊
年
の
農
作
業
基
本
料
金
に
つ
い

て
協
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
申
合

わ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

-
十
日
ぺ
あ
た
り
作
業
料
金

マ
耕
転
料
金
六
千
円
マ
荒
起
し
三

千
円
マ
荒
掻
き
一
千
五
百
円
マ

代
掻
き
一
千
五
百
円
マ
バ
イ
ン
ダ

ー
四
千
円
マ
コ
ン
バ
イ
ン
六
千
円

マ
ト
ラ
ク
タ
ー
五
千
五
百
円
マ
田

植
機
二
千
八
百
円

-

一
日
あ
た
り
人
夫
賃

マ
男
二
千
五
百
円
、
女
二
千
円

一
日
あ
た
り
間
食
費
二
百
円

農
作
業
の

基
本
料
金

編
集
発
行
人

浜

田

茂

-
始
業
は
午
前

6
時
初
分
、

終
業
は
午

後

6
時
ま
で
。

-
休
憩
は
午
前
中
十
五
分
間
、
正
午
一

時
間
、
午
後
十
五
分
間
。

な
お
、
こ
の
料
金
に
は
交
通
費
が
合

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

伺
年
度
の
し

尿
く
み
取
り
手

数
料
集
金
は
次

の
人
に
委
託
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

マ
二
宮
佐
代
子
マ
堤
谷
美
知
枝
マ

寺
田
せ
つ
マ
三
井
郁
子
マ
村
上
清

作

マ

谷

林

寿
美
子

マ
高
瀬
容
子

マ
上
野
ハ
ツ
エ
マ
細
田
と
み
子
マ

高
橋
富
滋
栄
マ
北
野
伶
子
マ
法
原

ち
え
子
マ
沢
田
悦
子
マ
中
島
千
恵

子

マ

幅

咲

子

V
朝
野
悦
子

V
油

本
ふ
み
マ
川
岸
み
ゆ
き

V
林
栄
子

マ
浜
住
洋
子

し
尿
く
み
取

り
料
集
金
人

6 

マ

つ
ぎ
の
よ
う
な

行
旅
死
亡
人
の
通

知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
心
当
り
の
人

は
市
役
所
市
民
課
へ
お
申
出
く
だ
さ

い
。
(
性
別
、
年
齢
、

身
長
、
発
見
場

所
の
順
)

V
女
、

m
l叩
歳
、
百
五
十
五
彦
、
石

川
県
穴
水
町
小
岬
町
海
岸

V
女、

初
歳
位
、
百
四
十
三
銭
、
石
川

県
穴
水
町
新
崎
裏
海
岸

V
女、

加
歳
位
、
百
五
十
八
銭
、
石
川

県
狼
煙
漁
港

V
男、

Mm
歳
位
、
百
六
十
五
露
、
石
川

県
富
来
町

V
女
、
叩

i
m歳
位
、
百
五
十
詩
、
氷

見
市
島
尾
海
岸

行
旅
死
亡
人

印
刷
所

小

浜

印

刷

所


